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研究の要約 

 本報告書は、オープンバッジの活用を通して、生涯学習における学習履歴の可視化・デジタル化につい

て調査研究を行い、その成果と課題をまとめ、今後の取組について考察したものである。本調査研究は文

部科学省が令和５年度に実施した「デジタル技術を活用した多様な生涯学習の学習履歴の活用に関する調

査研究」(1)の継続事業であり、広島県教育委員会が調査研究の協力機関として実施したものである。令和

５年度の調査研究(2)の結果、学習履歴の可視化・デジタル化は、デジタルリテラシーの向上や学びのモチ

ベーションの向上につながり、生涯学習分野において、学習履歴を可視化・デジタル化することは、学び

を評価・活用していくツールとして有効であることが分かった。また、より多くの研修及び講座において

オープンバッジを発行し、受領者の意識の変容及びオープンバッジの活用可能性について調査・分析する

必要があることが分かった。 

そこで本調査研究では、広島県立生涯学習センター（以下「当センター」とする。）の複数の事業にお

いて、オープンバッジを発行し、学習履歴の可視化におけるオープンバッジの活用可能性を検討すること

とした。その結果、より多くの研修及び講座においてオープンバッジを発行することは、自身の学びやス

キルを紹介したり生かしたりする等の活用の推進につながることが分かった。また、受領後の活用のみな

らず、学びを手繰り寄せるツールとしての可能性及び自分自身を自ら証明するツールとして活用する可能

性が示唆された。このことから、生涯学習における学習履歴の可視化・デジタル化は受講者の学びに対す

る意識を変え、活用していくツールとして有効であるといえる。 



2 

はじめに 

 第12期中央教育審議会生涯学習分科会1)（令和６

年）において、「デジタルは地理的な制約、年齢、

性別、障害の有無等に関わらず、誰もがデジタル化

の恩恵を享受することで豊かさを実感できる「誰一

人取り残されない」社会の実現に大きく貢献するこ

とが期待されている。」「さらには、学習者が学修

歴のデジタル化を通じ、自らの持つスキルを整理す

るとともに、生涯学習への意欲を喚起する取組も重

要である。」と示されている。 

文部科学省令和３年度「先導的大学改革推進委託

事業」「諸外国における学修履歴証明のデジタル化

に向けた導入事例・導入方法に関する調査研究」に

おいて、「オープン・バッジは、世界中の教育資源

をインターネット上でオープンに集積し、世界中の

教師に開放するという2007年のケープタウン・オー

プン教育宣言（ The Cape Town Open Education 

Declaration）(3)の理念を実現するために開発された

オープン・テクノロジーである。」2)と述べられて

いる。 

オープンバッジ(4)とは、国際標準規格に則って発

行されるデジタル証明／認証で、スキルの可視化を

実現するものである。取得したオープンバッジは、

画像としてインターネット上で公開できる。また、

メールへの署名添付やSNSでの共有などが可能であ

る。オープンバッジはこれまでに、世界各国で多く

の団体から発行されており、発行サービス提供組織

からの報告によると2025年４月時点で約１億５千万

個の発行が確認されている。 

 オープンバッジは、いつ、誰が、どのような基準

を満たしオープンバッジを受け取ったかという情報

がデジタルデータとして画像データに書き込まれて

おり、発行されたオープンバッジは、受領者の「ウ

ォレット」で保管される。 

 白石香織は、「オープンバッジは、学歴だけでな

く一人の人材が持つ様々なスキルや経験を立体的に

評価することができる。」「つまり、いままでは学

位や資格といった看板を掲げられず埋もれていた人

材にも光を当てることができ、多様な人材の育成・

活用につなげることができる。」「将来的には、オ

ープンバッジを集めることで、日本でも就職先・転

職先や新しいキャリアが見つかる、あるいは国内外

の大学に入学できるということが実現するかもしれ

ない。」3)と述べ、オープンバッジの活用の可能性

を示している。このことは、当センターが令和５年

度に行った文部科学省の調査研究事業「デジタル技

術を活用した多様な生涯学習の学習履歴の活用に関

する調査研究」の成果と課題に通じるところであ

る。 

当センターは、令和５年度、文部科学省の調査研

究事業「デジタル技術を活用した多様な生涯学習の

学習履歴の活用に関する調査研究」の協力機関とし

て、当センターの事業のうち、五つの研修及び講座

においてオープンバッジを発行し、学習履歴の可視

化・デジタル化とその活用を行った。調査研究の対

象となる研修及び講座について表１に示す。 

 

表１ 調査研究の対象となる研修及び講座 

研修・講座名 バッジデザイン 

令和５年度生涯学習

振興・社会教育行政

関係職員等研修【社

会教育主事等研修】

社会教育経営編 

 

令和５年度生涯学習

振興・社会教育行政

関係職員等研修【社

会教育主事等研修】

生涯学習支援編 

 

アウトリーチ型家庭

教育支援研修 
 

「「親の力」をまな

びあう学習プログラ

ム」（以下「親プ

ロ」とする。）ファ

シリテーター養成講

座 

 

親プロファシリテー

ターフォローアップ

講座 

 

 

 調査研究の結果、令和５年５月から令和６年３月

末までに当センターが発行したオープンバッジは、

127個で受領者は98名であった（内訳は、４個受領

が１名、３個受領が３名、２個受領が20名、１個受
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領が74名）。五つの講座及び研修受講者のうち

87.0％がオープンバッジの受領を希望し、受領率は

95.3％と高い割合となった。受領者は、40歳代が一

番多く、40歳代及び50歳代を合わせた人数は、６割

を越えた。  

１回目・２回目アンケート、受領者インタビュ

ー、受領者交流会での意見、受領者交流会振り返り

アンケート等の結果を分析した結果、オープンバッ

ジの活用を通して、生涯学習における学習履歴の可

視化・デジタル化を行うことは「国民のデジタルリ

テラシーの向上」や「学びの可視化とモチベーショ

ンの向上」に有効であることが分かった。また、そ

の効果を高めるためには、長期的な取組が必要であ

ることが分かった。また、オープンバッジの認知度

を高めること、受領者を増やすこと、活用方法や場

面を増やすことが課題であり、令和６年度以降、複

数の研修・講座においてオープンバッジを発行し、

オープンバッジ活用セミナーや受領者交流会等を開

催する等して、受領者の意識の変容を分析していく

必要があった。そこで、令和６年度は、オープンバ

ッジ導入事業と受領者の増加のもとで、学習履歴の

可視化によるオープンバッジの活用可能性をさらに

検証することとした。 

なお、令和６年度は、令和５年度に引き続き、文

部科学省の調査研究事業「デジタル技術を活用した

多様な生涯学習の学習履歴の活用に関する調査研

究」の協力機関として、当センターの事業の研修及

び講座において学習履歴の可視化・デジタル化とそ

の活用を行うこととなり、多機能型ＬＭＳ

「Multiverse」(5)を通じて、教育・研修・学習に関す

るデジタルソリューションサービスを提供してい

る、株式会社ネットラーニング（文部科学省の委託

企業）とともに実施した。 

 本調査研究は、その成果と課題をまとめたもので

ある。 

 

Ⅰ 事業の概要 

 

１ 文部科学省委託事業概要 

(1) 題目 

「令和６年度デジタル技術を活用した多様な生涯

学習の学習履歴の活用に関する調査研究」 

(2) 業務期間  

令和６年５月17日～令和７年３月24日まで 

(3) 調査業務の目的 

令和５年度に実施した同調査研究の結果も踏まえ

学習履歴のデジタル証明を活用しながら、社会教育

主事及び社会教育士その他の社会教育人材のネット

ワークの具体化に資する検討、実践を行い、社会教

育人材のネットワーク化に関する効果的な政策立案

に資する提案を得ることを目的とする。報告書で

は、取得したアンケートの結果報告及び今後の活用

に向けた提言を行う。 

(4) 受託企業 

 株式会社ネットラーニング 

(5) 協力機関 

・都道府県：広島県立生涯学習センター（広島県

教育委員会） 

・教育機関：九州大学 

(6) 当センターへの依頼内容 

 デジタルバッジの発行とデジタルバッジ受領者同

士のコミュニティ形成に関するモデル的実証 

 ・社会教育分野における研修でのオープンバッジ

発行 

・オープンバッジ発行における意識調査アンケー

トの実施 

・成果報告書作成における分析結果及び文面の 

確認 

 

２ 当センターにおける事業概要 

本調査研究では、当センターの事業のうち、九つ

の研修及び講座の受講証明及び子供たちに関わるボ

ランティア活動「ワクワク学び隊」を一定期間行っ

た大学生の活動証明としてオープンバッジを発行し

た。 

 オープンバッジ発行対象研修の最初にオープンバ

ッジの説明を行い、全員に１回目アンケートを実施

した。オープンバッジ受領を希望する人には、個人

情報取扱に係る同意書に署名をいただいた。 

 アンケート結果は集計し、株式会社ネットラーニ

ングと共有することとした。 

 12月中旬、11月末までにオープンバッジを受領し

た人を対象に、２回目アンケートを実施し、２回目

アンケートのみの集計及び１回目アンケートと２回

目アンケートを突合した集計を行い分析した。 

 令和５年度にオープンバッジを受領した人を対象

とした保有者アンケートを実施し、令和６年度の２

回目アンケートの結果と比較し分析した。 

 令和５年度から令和６年度11月までにオープンバ

ッジを受領した人を対象に、「オープンバッジ受領

者交流会」を対面とオンラインのハイフレックスで

開催した。 
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 オープンバッジ受領者交流会の議事録を作成し、

分析・考察を行った。また、振り返りアンケートの

集計結果を分析・考察した。 

広島県生涯学習研究実践交流会第３分科会におい

て、オープンバッジ活用ワークショップ及び生涯学

習の分野における取組発表を行い、グループトーク

で出た意見を活用可能性の視点で分析・考察を行

う。また、振り返りアンケートの集計結果から分

析・考察を行った。 

 

Ⅱ 調査研究の仮説及び検証の視点と方法 

 

１ 調査研究の仮説 

 複数の事業においてオープンバッジを発行するこ

とを通して、生涯学習における学習履歴の可視化・

デジタル化を行い、学びを通じた人と人とのつなが

り等のコミュニティの形成を図ることで、オープン

バッジの活用可能性を広げることができるであろう

ということを仮説として置いた。 

 

２ 検証の視点と方法 

(1) 検証の視点 

検証の視点と方法について表２に示す。 

 
表２ 検証の視点と方法 

視 点 方 法 

１ 受領者の意識

の変容 

・２回目アンケート 

・令和５年度の２回目アンケート及

び令和６年度の保有者アンケートの

突合結果 

・受領者交流会振り返りアンケート 

２ オープンバッ

ジの活用可能性 

・２回目アンケート 

・保有者アンケート 

・広島県生涯学習研究実践交流会 

第３分科会の意見交流内容 

・広島県生涯学習研究実践交流会振

り返りアンケート 

 

(2) アンケート 

本調査研究に係るデータを収集するため、オープ

ンバッジの受領前アンケート（１回目アンケート）

及び受領後アンケート（２回目アンケート）、受領

して１年以上経過した人対象アンケート（保有者ア

ンケート）を作成する。 

 １回目アンケート・２回目アンケート・保有者ア

ンケートの項目を表３・次頁表４・６頁表５に示

す。 

 

表３ １回目アンケート項目 

アンケート項目 
チェック

欄 選択肢等 

１ 年齢を選択してくだ

さい。 

 20歳未満 

 20歳代 

 30歳代 

 40歳代 

 50歳代 

 60歳代 

 70歳以上 

２ あなたの御職業を選

択してください。 

 会社員 

 パート・アルバイト 

 公務員（首長部局勤

務） 

 公務員（教育委員会事

務局勤務） 

 公務員（公民館等勤

務） 

 教職員 

 自営業・自由業 

 地域おこし協力隊 

 専業主婦・主夫 

 NPO法人・団体職員 

 大学生・大学院生 

 高校生 

 無職 

 その他（記述） 

 

３ 所属市町をお答えく

ださい。 

 
 

４ 本講座の受講動機を

選択してください。

（複数回答可） 

 自身のスキルアップに

活かせると感じたから 

 業務で今すぐ必要な内

容が含まれていたから 

 講座内容に興味があっ

たから 

 同僚・上司に勧められ

たから 

 オープンバッジが発行

される講座だから 

 その他（記述） 

 

５ 研修・講座以前に

「オープンバッジ」と

いう単語を聞いたこと

がありましたか。 

 
はい 

 
いいえ 

６ オープンバッジを受

領した経験はあります

か。 

 はい 

 いいえ 

７ №６の設問で「は

い」と回答された方は

記入してください。 

どのようなオープ

ンバッジを受領して

いますか。 

 （記述） 
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８ 修了証として、どの

ような証明書を発行し

てほしいですか。 

 紙 

 デジタル 

 紙とデジタルの両方 

９ その理由を教えてく

ださい。 

 （記述） 

 

10 今回学ぶ講座の他に

身に付けたいスキル、

学びたい内容を教えて

ください。 

 （記述） 

 

 

 

11 オープンバッジの活

用方法を聞き、あなた

はどのような活用がで

きそうですか。（複数

回答可） 

 SNSでの共有 

 メールでの共有・報告 

 家族・友人や同僚など

身近な人に話す 

 就職・転職活動でのア

ピール 

 自身の学習履歴の可視

化 

 同じバッジ受領者によ

るコミュニケーション

の実施 

 その他（記述） 

 

12 社会教育士の称号を

持っていますか。 

 はい 

 いいえ 

13 社会教育士の称号を

持っていると答えた方

は記入してください。 

  社会教育士の称号を

取ったことでどんなメ

リットがありました

か。 

 （記述） 

 

 

 

14 現在社会教育士や社

会教育主事講習の修了

証明としてオープンバ

ッジの発行を検討して

います。 

  取得したオープンバ

ッジはURL形式で第三

者へ共有ができ、自身

が社会教育士であるこ

とのアピールに活用で

きます。オープンバッ

ジを取得したいと思い

ますか。 

 はい 

 いいえ 

15 その理由を教えてく

ださい。 

 （記述） 

 

 
表４ ２回目アンケート項目 

アンケート項目 
チェック

欄 選択肢等 

１ オープンバッジにつ

いて 

当センターの研修・講

座以外で「オープンバッ

ジ」という単語を（新聞

やメディア等で）聞きま

したか。 

 

はい 

 

いいえ 

２．オープンバッジ発行

について 

オープンバッジの発行

を受けて、他のオープン

バッジを取得してみたく

なりましたか。（他のオ

ープンバッジ発行対象講

座を受けてみたくなりま

したか。） 

 

はい 

 

いいえ 

 

どちらともいえない 

３．オープンバッジが発

行される講座について 

インターネット等でオ

ープンバッジが発行され

る講座を調べたり、オー

プンバッジ発行対象の講

座を受講したりしました

か。（複数回答可） 

 オープンバッジウォレ

ットで検索した 
 インターネットで調べ

た 

 オープンバッジ発行対

象講座を受講した 
 特に何もしていない 

 その他（記述） 

 

４．№３の設問で「オー

プンバッジ発行対象講

座を受講した」と回答

した方 

どんな研修、または講

座を受講しましたか。 

 （記述） 

 

 

 

 

 

５．№３の設問で「特に

何もしていない」と回

答した方 

その理由を選択してく

ださい。（複数回答可） 

 他のオープンバッジに

興味がなかった 
 検索方法が分からなか

った 

 検索する時間がなかっ

た 

 検索できることを知ら

なかった 
 バッジを受領した講座

以外の研修や講座を、

受講する予定がなかっ

た 
 その他（記述） 

 

６ オープンバッジの受

領に関して 

オープンバッジを受領

して、どのように感じま

したか。 

例）学習へのモチベー

ションが向上した、別の

バッジが欲しくなった 

 （記述） 

 

７ オープンバッジの活

用について 

実際にオープンバッジ

をどのように活用しまし

たか。（複数回答可） 

 SNSでの共有 

 メールでの共有・報告 

 家族・友人や同僚など

身近な人に話す 

 所属組織への報告・ス

キル証明（URL共有） 

 就職・転職活動でのス

キル証明（URL共有） 

 自身の学習履歴の可視

化 

 オープンバッジ受領者
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同士の交流会への参加 

 特に活用していない 

 その他（記述） 

 

８ オープンバッジの今

後 

オープンバッジは今

後、御自身にとって役立

つと思いますか。 

 とてもそう思う 

 そう思う 

 どちらともいえない 

 そう思わない 

 まったくそう思わない 

９ 理由 

その理由を教えてく

ださい。 

 （記述） 

 

10 オープンバッジの取

得について 

オープンバッジの取得

を他の人に勧めたいと思

いますか。（11段階でお

答えください。） 

 ０ 

 １ 

 ２ 

 ３ 

 ４ 

 ５ 

 ６ 

 ７ 

 ８ 

 ９ 

 10 

11 理由 

その点数を付けた理由

を教えてください。 

 （記述） 

12 オープンバッジの展

開 

今後、オープンバッジ

が日本中で活用されるこ

とが予想されます。オー

プンバッジを保有するこ

とで、将来的に社会的な

評価や価値を得たいと思

いますか。 

 とてもそう思う 

 そう思う 

 どちらともいえない 

 そう思わない 

 まったくそう思わない 

13 理由 

その理由を教えてくだ

さい。 

 （記述） 

 

14 証明書について 

今後受講する様々な研

修・講座の修了証とし

て、どのような媒体で証

明書を発行してほしいで

すか。 

 紙 

 デジタル 

 紙とデジタルの両方 

15 理由 

その理由を教えてくだ

さい。 

 （記述） 

 

16 今後の取組について 

オープンバッジの受領

者同士でコミュニケーシ

ョンを実施できるコミュ

ニティづくりを検討して

います。仮に自身の情報

を登録し交流可能なWeb

 自身の名前 

 自身の所属団体名 

 連絡先（メールアドレ

ス） 

 連絡先（電話番号） 

 自身の経歴 

サイトがあり、あらゆる

社会教育人材がその情報

を閲覧できる機能があっ

た場合、どのような情報

を登録したいですか。

（複数回答可） 

 自身の資格 

 自身の事業経験（携わ

ったプロジェクト等） 

 その他（記述） 

 

 
表５ 保有者アンケート項目 

アンケート項目 
チェック

欄 選択肢等 

１ オープンバッジが発

行される講座について 

インターネット等でオ

ープンバッジが発行され

る講座を調べたり、オー

プンバッジ発行対象の講

座を受講したりしました

か。（複数回答可） 

 オープンバッジウォレ

ットで検索した 
 インターネットで調べ

た 
 オープンバッジ発行対

象講座を受講した 

 特に何もしていない 

 その他（記述） 

 

２ №１の設問で「オー

プンバッジ発行対象講

座を受講した」と回答

した方 

どんな研修、または講

座を受講しましたか。 

 （記述） 

 

 

 

 

３ №１の設問で「特に

何もしていない」と回

答した方 

その理由を選択してく

ださい。（複数回答可） 

 他のオープンバッジに

興味がなかった 

 検索方法が分からなか

った 
 検索する時間がなかっ

た 
 検索できることを知ら

なかった 

 バッジを受領した講座

以外の研修や講座を、

受講する予定がなかっ

た 
 その他（記述） 

４ オープンバッジの受

領に関して 

オープンバッジを受領

して、どのように感じま

したか。 

例）学習へのモチベー

ションが向上した、別の

バッジが欲しくなった 

 （記述） 

 

５ オープンバッジの活

用について 

実際にオープンバッジ

をどのように活用しまし

たか。（複数回答可） 

 SNSでの共有 

 メールでの共有・報告 

 家族・友人や同僚など

身近な人に話す 

 所属組織への報告・ス

キル証明（URL共有） 

 就職・転職活動でのス

キル証明（URL共有） 

 自身の学習履歴の可視

化 

 オープンバッジ受領者
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同士の交流会への参加 

 特に活用していない 

 その他（記述） 

６ オープンバッジの今

後 

オープンバッジが御自

身の経験や学びを証明す

ることで、今後の人生に

おいて重要なものになる

と思いますか。 

 とてもそう思う 

 そう思う 

 どちらともいえない 

 そう思わない 

 まったくそう思わない 

７ 理由 

その理由を教えてく

ださい。 

 （記述） 

 

８ オープンバッジの取

得について 

オープンバッジの取得

を他の人に勧めたいと思

いますか。（11段階でお

答えください。） 

 ０ 

 １ 

 ２ 

 ３ 

 ４ 

 ５ 

 ６ 

 ７ 

 ８ 

 ９ 

 10 

９ 理由 

その点数を付けた理由

を教えてください。 

 （記述） 

10 オープンバッジの展

開 

今後、オープンバッジ

が日本中で活用されるこ

とが予想されます。オー

プンバッジを保有するこ

とで、将来的に社会的な

評価や価値を得たいと思

いますか。 

 とてもそう思う 

 そう思う 

 どちらともいえない 

 そう思わない 

 まったくそう思わない 

11 理由 

その理由を教えてくだ

さい。 

 （記述） 

 

12 今後の研修について 

今後どのような研修・

講座を受けたいですか。 

 （記述） 

 

13 今後のコミュニティ

づくりについて 

オープンバッジの受領

者同士でコミュニケーシ

ョンを実施できるコミュ

ニティづくりを検討して

います。交流の場に参加

したいですか。 

 はい 

 いいえ 

14 №13の設問で「は

い」と回答した方 

どのような交流の場が

あれば参加したいです

か。 

 （記述） 

例）同じバッジ受領者

同士での集合・オンライ

ンでの意見交流会、SNS

上でのつながり 

 

Ⅲ オープンバッジ導入事業の概要 

 

１ オープンバッジ発行対象事業 

調査研究の対象となる研修及び講座について表６

に示す。 

 

表６ 調査研究の対象となる研修及び講座 

研修・講座名 オープンバッジのデザイン 

令和６年度生涯学習

振興・社会教育行政

関係職員等研修【基

礎研修】 

 

令和６年度生涯学習

振興・社会教育行政

関係職員等研修【学

習プログラム研修】 

 

令和６年度生涯学習

振興・社会教育行政

関係職員等研修【社

会教育士・社会教育

主事等研修】 

 

アウトリーチ型家庭

教育支援研修 
 

「「親の力」をまな

びあう学習プログラ

ム」（以下「親プ

ロ」とする。）ファ

シリテーター養成講

座 
 

親プロファシリテー

ターフォローアップ

講座 
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親プロファシリテー

ターステップアップ

研修 

 

地域学校協働活動コ

ーディネーター養成

講座 

 

第13回広島県生涯学

習研究実践交流会 

 

ワクワク学び隊 

 

 

２ オープンバッジ受領者交流会 

株式会社ネットラーニングと合同で、オープンバ

ッジ受領者交流会を開催した。 

○ ねらい  

社会教育・生涯学習分野における学習意欲の向

上及びオープンバッジ受領者同士のコミュニティ

形成を図る。 

○ 日 時 令和６年11月16日（土） 

      14時10分から16時30分 

○ 対 象 令和５・６年度オープンバッジ受領者 

○ 方 法 対面・オンライン（Zoom） 

○ 会 場 広島県情報プラザ 

○ 参加者  

８名（対面４名、オンライン３名、情報交換会

から参加１名） 

オブザーバー参加：文部科学省３名＜現地参加
＞２名＜オンライン参加＞１名 

○ 内 容  

オープンバッジ活用セミナー及び意見交流会 

○ 活用セミナー 

①オープンバッジ活用方法の紹介 

②バッジ受領者を検索してみよう！ 

③興味がある研修を検索してみよう！ 

④オープンバッジを共有してみよう！ 

○ トークテーマ 

①自己紹介 

②オープンバッジはどんなところでアピールできそ

うか 

③どんな事業で発行すれば活用できるか 

④オープンバッジを活用したコミュニティの形成は

どうやって実現できるか 

⑤今後どんなバッジが欲しいか 

(1) 意見交流 

 オリエンテーションの後、対面・オンラインに分

かれ、トークテーマに沿って意見交流を行う。最後

に全体交流を行う。 

(2) 意見交流の内容の分析 

各グループの意見交流を録画し、文字起こしを行

い、受領者同士がどのような意見を交流したのか分

析する。 

 

３ 広島県生涯学習研究実践交流会 

当センターと日本生涯教育学会（瀬戸内支部）の

共催で開催した本交流会の全行程参加者のうち、希

望者にオープンバッジを発行した。 

○ 日 時 令和７年３月８日（土） 

      13時から16時30分 

○ 対 象  

ひとづくり・つながりづくり・地域づくりを支

える社会教育人材のみなさん 

○ 場 所 広島県情報プラザ 

○ 方 法 対面・一部オンライン 

○ 全体テーマ  

ひろしま発！つながり・つなぎ・ひろげよう！ 

～ひとづくり・つながりづくり・地域づくりの

実現と社会教育人材の役割～ 

○ 第３分科会テーマ 

  ひろしま発！つながり・つなぎ・ひろげよう！ 

デジタル技術を使った多様な生涯学習の学習履

歴の活用！？ 

○ 参加者 （第３分科会のみ） 

24名（広島市10名、呉市１名、尾道市１名、廿

日市市３名、府中町１名、東京都５名、愛知県１

名、岡山県１名、大分県１名） 

○ グループ分け 

属性ごとに分けたグループでスタートし、２回

席替えを行う。 
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○ トークテーマ 

  オープンバッジの可能性について 

(1) 意見交流 

 オリエンテーションの後、トークテーマに沿って

意見交流を行う。最後に全体交流を行う。 

(2) 意見交流の内容の分析 

各グループの意見交流を録音し、文字起こしを行

う。参加者がどのような意見を交流したのか分析す

る。 

 

Ⅳ 調査研究の結果 

 

１ オープンバッジ発行数及び受領数 

 令和６年５月から令和７年３月末までに当センタ

ーが発行したオープンバッジは、327個で新規受領

者は244名であった。表７は、オープンバッジ発行

対象研修・講座の受領対象者数・オープンバッジ希

望者数・希望率を示したものである。アウトリーチ

型家庭教育支援研修は、昨年度と同じオープンバッ

ジを発行したため、まだ受領していない人のみが受

領対象者となる。 

 
表７ オープンバッジ発行対象研修・講座におけるオープン

バッジ希望者数・希望率            N＝327 

研修・講座名 
受領対

象者数 

(人) 

希望者

数 

(人) 

希望率 

(％) 

令和６年度生涯学習振興・

社会教育行政関係職員等研

修【基礎研修】 

82 36 43.9 

令和６年度生涯学習振興・

社会教育行政関係職員等研

修【学習プログラム研修】 

28 27 96.4 

令和６年度生涯学習振興・

社会教育行政関係職員等研

修【社会教育士・社会教育

主事等研修】 

54 34 63.0 

アウトリーチ型家庭教育支

援研修 
34 15 44.1 

「「親の力」をまなびあう

学習プログラム」（以下

「親プロ」とする。）ファ

シリテーター養成講座 

45 30 66.7 

親プロファシリテーターフ

ォローアップ講座 15 10 66.7 

親プロファシリテータース

テップアップ研修 35 13 37.1 

地域学校協働活動コーディ 86 75 87.2 

ネーター養成講座 

第13回広島県生涯学習研究

実践交流会 
140 77 55.0 

ワクワク学び隊 10 10 100 

合計 529 327 61.8 

 

２ オープンバッジ受領者の属性 

 １回目アンケートは、オープンバッジ発行対象研

修及び講座の全行程参加者529名に配付、オープン

バッジの受領を希望しない人を含め、回収数394、

有効回答数394であった。１回目アンケートの結果

から、オープンバッジ受領者の属性について、表８

及び表９に示す。 

 
    表８ オープンバッジ新規受領者の年齢  ｎ＝244 

年  齢 人数(人) 比率(％) 

20歳未満 ６ 2.46 

20歳代 31 12.7 

30歳代 37 15.16 

40歳代 61 25.0 

50歳代 72 29.51 

60歳代 29 11.89 

70歳以上 ８ 3.28 

 

 表８は、オープンバッジ新規受領者の年齢を示し

たものである。50歳代が一番多く、40歳代及び50歳

代を合わせた人数は、オープンバッジ受領者の５割

を越えていることが分かる。 

 
   表９ オープンバッジ新規受領者の所属市町 ｎ＝244 

市  町 人数(人) 分布率(％) 

広島市 40 16.39 

呉市 14 5.74 

竹原市 ３ 1.23 

三原市 ５ 2.05 

尾道市 10 4.10 

福山市 44 18.03 

府中市 ４ 1.64 

三次市 11 4.51 

庄原市 １ 0.41 

大竹市 ３ 1.23 

東広島市 30 12.30 

廿日市市 13 5.33 

安芸高田市 ２ 0.82 

江田島市 １ 0.41 

府中町 21 8.61 

海田町 ３ 1.23 
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熊野町 ３ 1.23 

坂町 ３ 1.23 

安芸太田町 １ 0.41 

北広島町 ３ 1.23 

大崎上島町 １ 0.41 

世羅町 ３ 1.23 

神石高原町 ４ 1.64 

 その他 21 8.61 

合計 244 100.0 

 

表９は、オープンバッジ新規受領者の所属市町を

示したものである。令和５年度は広島県23市町中、

16市町にオープンバッジ新規受領者が存在していた

が、令和６年度は全ての市町に新規受領者が存在す

ることが分かった。また、県外の受領者が21名で、

そのうち一番多かったのは東京都で８名だった。 

 

３ オープンバッジ受領者交流会 

オンライン参加者と対面参加者の２グループに分

かれて意見交流を実施。トークテーマ①自己紹介②

オープンバッジはどんなところでアピールできそう

か③どんな事業で発行すれば活用できるか④オープ

ンバッジを活用したコミュニティの形成はどうやっ

て実現できるかについて、受領者同士がどのような

意見を交流したのか分析を行った。 

トークテーマ④については、以下のような好意的

な意見が見受けられた。 

・改めてオープンバッジの役割とその可能性につい

て学ぶことができた。 

・オープンバッジ（点）をネットワーク化（線・

面）していくことが重要だと再確認した。 

・社会教育士のバッジが欲しい。 

・オープンバッジという見える化された情報だけで

なく、本人が取り組んでいる実践や保持している情

報など、実際に会って会話を通じて知ることができ

たのは大きな収穫。オープンバッジウォレットは、

社会教育に取り組む人たちにとって、つながりのき

っかけになるシステムになることを期待している。 

・同種のオープンバッジを持っている受領者を「受

領者リスト」から確認することができる。リストに

表示される氏名にリンクを設定し、個々人の公開ウ

ォレットに遷移できると良いのではないか。機能と

して実現が難しい場合は、プロフィール欄のアイコ

ンに顔写真やアピールしたいことを設定できるため

リストに表示される氏名の横にそれらを表示するな

どの機能拡充を希望する。このような情報があれば 

氏名のみのリストよりもコミュニティ形成に有意で

ある。 

 以上、オープンバッジウォレットを活用したコミ

ュニティの形成についての意見が多く出された。 

 

４ 広島県生涯学習研究実践交流会 

オープンバッジの活用可能性について、各グルー

プの意見交流を録音し、文字起こしを行った。受領

者同士がどのような意見を交流したのかユーザーロ

ーカルＡＩテキストマイニングによる分析(6)をおこ

なった。スコア順の結果を図１、出現頻度順の結果

を図２に示す。 

スコア順では、「生涯学習」や「社会教育」に続

いて「技能賞」や「ケアマネジャー」等が大きく現

れた。「今オープンバッジを発行している事業以外

にも発行を広げていってはどうか」「「レコメンド

機能」があれば、研修及び講座に対する受講意欲が

高まり、活用の可能性も広がるのではないか」等の

意見が出された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ スコア順の結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 出現頻度順の結果 

 

 出現頻度順では、「できる」「すごい」「いい」

等が大きく現れた。「次にどういう学びをしたらよ

いかレコメンドされて、それが仕事に結びつくとよ

い」「オープンバッジって出口の保証だけど学習の 
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きっかけに、入口になる可能性がある。」等の意見

が出された。 

意見交流のまとめには、「学びの一覧からどれが

よいかを選ぶのではなく、オープンバッジのタグか

ら自分を中心として、必要なものを手繰り寄せるこ

とができるシステムである。」「これまで課題のよ

うに思っていたことが、実は少し違う視点で問い直

してみると課題ではなく、学習者主体の手繰り寄せ

のシステムを作り込んでいくことができるというこ

とが分かってきた。」「自分を一目で説明する方法

として、自分を出していくカルチャーを含めて、オ

ープンバッジがもしかしたら、私達の学びの文化を

変えるかもしれない」等の考えが出された(7)。 

 

Ⅴ 調査研究の分析と考察 

 前掲の表２のとおり検証を行った。 

 10月末までのオープンバッジ受領者に２回目アン

ケートを実施。令和５年度のオープンバッジ受領者

に保有者アンケートを実施。２回目アンケートは、

175名中39名、保有者アンケートは、98名中25名か

ら回答を得られた。 

 

１ 受領者の意識の変容について成果があったか 

(1) ２回目アンケートの結果から 

図３は、項番２「オープンバッジの発行について

「オープンバッジの発行を受けて、他のオープンバ

ッジを取得してみたくなりましたか。」」について

それぞれの回答の割合を示したものである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図３ オープンバッジの発行について   ｎ＝39 

 

 「はい」と回答した人の割合は43.6％となり「い

いえ」の5.1％を大きく上回った。「どちらともい

えない」と回答した人の内、14名がオープンバッジ

発行対象研修について「特に何もしていない」、４

名が「インターネットで調べた」、１名が「オープ

ンバッジ発行対象研修を受講した」、１名が「どの

講座が対象か分からない」と回答した。 

 この結果から、オープンバッジを複数の事業で発

行することは、受領者の意識の変容について、一定

の成果があったと考える。 

次に、項番８「オープンバッジは今後、御自身に

とって役立つと思いますか」及び項番10「オープン

バッジの取得を他の人に勧めたいと思いますか」に

ついて、クロス集計した結果を図４に示す。 

項番８の肯定的回答をピンク、項番10の肯定的回

答（ここでは、11段階の「６」以上とする。）を水

色、両方が重なる部分を紫色で表す。 

 項番８は、自身について問われており、肯定的回

答は18名で46.1％、否定的回答は３名で7.7％とな

り、肯定的回答が否定的回答を大きく上回った。ま

た、項番10は、他者について問われており、肯定的

回答は20名で51.3％、否定的回答は19名で48.7％と

差が無かった。二つのデータをクロス集計した結果

両方肯定的回答は41.0％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
        図４ クロス集計した結果    ｎ＝39 

 

 項番８で「とてもそう思う」と回答した人は３名

で、「自分のもつスキルを可視化でき、ネットワー

クが広がると思う」「ボランティアを続けていくた

めに、学習している証明になると思う」「他の組織

の人との交流が可能になる」と回答している。 

 項番10で「10」と回答した人は３名で、「有効性

を強く感じているから」「自分のスキルが可視化で

きて集める楽しみがあるから」「よくわからない団

体のものではなく、信頼できるオープンバッジだか

ら」と回答している。一方、「０」と回答した人は

１名で、「特に必要性を感じていない」と回答して

いる。また、「６」以上の回答をした人の約80％が

「地域学校協働活動コーディネーター養成講座」の

修了者であり、日頃から他者とのつながりや協働に

（17 人） （20 人） 

（２人） 

43.6％ 51.3％ 

5.1％ 
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ついて意識のある人は、オープンバッジの受領につ

いても自身にとって役立つと考えたのではないかと

予想される。 

これらのことから、４割以上の人がオープンバッ

ジは、自身にも他者にも有用だと考えていることが

分かり、研修及び講座の受講促進及び学びの意識づ

けや拡充等につながると考える。 

(2) 令和５年度の２回目アンケート及び令和６年度

の保有者アンケートの突合結果から 

 令和５年度の10月までにオープンバッジを受領し

た79名に実施した、２回目アンケートの回答者44名

の内、17名から令和６年度の保有者アンケートの回

答が得られた。 

 令和５年度２回目アンケート項番８及び項番10の

クロス集計結果及び令和６年度保有者アンケート項

番６及び項番８のクロス集計結果を突合した結果を

図５に示す。２回目アンケートの結果を◆（内、変

化の無かった回答を緑◆とする）、２回目アンケー

トより肯定的回答へ変容した回答を青◆及び青矢印

２回目より否定的回答へ変容した回答を赤◆及び赤

矢印、自身にとっては否定的回答となったが、他者

には肯定的回答になった回答を紫◆及び紫矢印で示

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図５ 令和５年度２回目アンケート項番８及び項番10及び令 

和６年度保有者アンケート項番６及び項番８のクロス集 

計を突合した結果              ｎ＝17 

 

 令和６年度保有者アンケートの結果、令和５年度

２回目アンケートからより肯定的回答へ変容した人

は４名で23.5％、否定的回答へ変容した人は３名で

17.6％、自身にとっては否定的回答となったが、他

者には肯定的回答になった人は２名で11.8％、変化

が無かった人は８名で47.1％となった。肯定的回答

に変容した理由として、「５年後10年後にはオープ

ンバッジの利用や活用が日常的なものとしてさらに

身近になり、全国各地の方との交流ができ、人生を

豊かにするツールになると思う」等の記述があり、

否定的回答に変容した理由として、「理論上は有意

義であると理解しているが、日常で有効活用出来る

実感がない」等の記述があった。 

 また、自身にとっては否定的回答となったが、他

者には肯定的回答になった人は、「学びに意欲のあ

る方へはおすすめしたい」等の記述があり、自身に

とっての利点は感じられないがオープンバッジに対

しては肯定的な考えを持っていることが分かった。 

 これらのことから、受領者の意識は、オープンバ

ッジの活用有用性を感じた人は肯定的に変化し、感

じられなかった人が、否定的に変化したと考えられ

る。そのため、オープンバッジを受領したことのメ

リットが感じられる場が必要であると考える。 

(3) 受領者交流会振り返りアンケートの結果から 

 オープンバッジ受領者交流会の振り返りアンケー

トから、「１ 交流会に参加して」（複数回答可）

の回答結果を表10に示す。 

 
表10 「１ 交流会に参加して」の結果（複数回答可） 

   ｎ＝６ 

１ 交流会に参加して 人 % 

楽しかった ５ 83.3 

新しく知り合いになれた ３ 50.0 

新しい発見があった ５ 83.3 

新しくやってみたいことができた １ 16.7 

仕事（活動）へのヒントが得られた ３ 50.0 

明日もがんばろうという気持ちにな

った 
２ 33.3 

もっといろいろな人と交流してみた

い 
０ 0.0 

特に何もなかった ０ 0.0 

 

 「楽しかった」「新しい発見があった」と回答し

た人の割合が83.3％となった。続いて、「新しく知

り合いになれた」「仕事（活動）へのヒントが得ら

れた」が50.0％となった。 

 「２ 新しいコミュニティについて」（記述）に

おいて、「参加者さんの分野が違っていて面白かっ

た。これから受領人口がどんどん増えますように」

「個々が取得しているオープンバッジ（点）をネッ

トワーク化（線・面）していくこと（プラットフォ

ーム）が重要だと再確認した」「社会教育士のバッ
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ジが欲しい」等の回答があった。 

これらの結果から、オープンバッジを複数の事業

で発行することは、新規受領者を増やすことにつな

がり、受領者同士の交流等を行うことで、受領者の

意識の変容について、一定の成果があったと考え

る。 

 

２ オープンバッジの活用可能性を広げることがで 

 きたか 

(1) ２回目アンケートの結果から 

 項番７「オープンバッジの活用について」（複数

回答可）の各項目の回答人数及び割合について、表

11に示す。 

 
表11 オープンバッジの活用について（複数回答可）ｎ＝39 

活用内容 人 % 

SNSでの共有 ０ 0.0 

メールでの共有・報告 １ 2.6 

家族・友人や同僚など、身近な人に

話す 
９ 23.1 

所属組織への報告・スキル証明 

（URL共有） 
２ 5.1 

就職・転職活動でのスキル証明 

（URL共有） 
０ 0.0 

自身の学習履歴の可視化 ９ 23.1 

オープンバッジ受領者同士の交流会

への 

参加 

１ 2.6 

特に活用していない 22 56.4 

その他 １ 2.6 

 

 一番多かったのは「特に何もしていない」と回答

した22名で56.4％。続いて、「家族・友人や同僚な

ど、身近な人に話す」「自身の学習履歴の可視化」

がそれぞれ９名で23.1％となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    図６ オープンバッジの今後について   ｎ＝39 

 

 続いて、項番８「「オープンバッジの今後につい

て」オープンバッジは今後、御自身にとって役立つ

と思いますか。」について、それぞれの回答の割合

を図６に示す。 

 肯定的な回答をした人は18名で46.1％、否定的な

回答をした人は３名で7.7％となった。「どちらと

もいえない」と回答した人は18名で46.1％と一番多

く、「特に見せることが必要な場面がない」「現時

点で活用できていない」「現時点では認知度が低く

アピールにならない」等と回答している。 

これらのことから、オープンバッジを受領してあ

まり時間が経っていない人は、活用場面が少ないこ

とが分かった。そのため、オープンバッジの認知度

を高めることや、オープンバッジ受領者の所属先に

社会教育人材の活用にオープンバッジが役立つこと

等を周知する必要があると考える。 

(2) 保有者アンケートの結果から 

 項番６「「オープンバッジの今後について」オー

プンバッジは今後、御自身にとって役立つと思いま

すか。」について、それぞれの回答の割合を図７に

示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ オープンバッジの今後について   ｎ＝25 

 

 肯定的な回答をした人は14名で56.0％、否定的な

回答をした人は４名で16.0％、「どちらともいえな

い」と回答した人は７名で28.0％となった。２回目

アンケートと比べ、肯定的回答の割合が高く「どち

らともいえない」と回答した人の割合が低かった。 

 肯定的回答では、「人生の軌跡」「再就職する際

などに活用できる」「人生を豊かにするツールにな

る」等の記述があり、複数の事業においてオープン

バッジを発行することは、オープンバッジの活用可

能性を広げることについて、一定の成果があったと

考える。 

（３人） （３人） 

（18 人） （15 人） 

（０人） ０％ 

7.7％ 7.7％ 

38.5％ 46.1％ 

（10 人） （７人） 

（３人） （４人） 

（１人） 
16.0％ 

28.0％ 

4.0％ 

40.0％ 

12.0％ 
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(3) 広島県生涯学習研究実践交流会第３分科会の意

見交流内容から 

 ワールド・カフェを援用した意見交流において、

「個人の学びの計画につながる」「レコメンド機能

があれば、同じような研修を案内できる」「これま

で参加した研修等の履歴が残り、自分の学びの振り

返りができる」「不登校児の登校証明として、特定

の場所に通うと登校したことにする証明として活用

できそう」等の意見が出された。 

また、明治学院大学教授坂口緑氏からは、「自分

自身を自ら証明するツールとして活用する可能性」

について、コーディネーターをしていただいた広島

修道大学教授山川肖美氏からは、「受領後の活用の

みならず学びを手繰り寄せるツールとしての可能

性」について御示唆をいただいた。 

(4) 広島県生涯学習研究実践交流会第３分科会振り 

返りアンケート結果（自由記述）から 

 活用可能性について、「オープンバッジを使える

ようにしていくことが大切」「オープンバッジの広

報や周知をもっとやった方がよい」「可能性は見え

たが、お金が…」等の意見が出された。 

 このことから、次年度以降、オープンバッジ発行

対象研修及びオープンバッジの活用可能性について

ホームページ等で広報し、オープンバッジの認知度

を向上させ、活用場面を提案していくことが必要だ

と考える。 

 

Ⅵ 成果と課題 

  

１ 調査研究の成果 

 複数の事業においてオープンバッジを発行するこ

とを通して、生涯学習における学習履歴の可視化・

デジタル化を行い、学びを通じた人と人とのつなが

り等のコミュニティの形成を図ることは、受領者の

意識の肯定的変容に一定の効果があることが分かっ

た。 

また、オープンバッジの活用について、新たに二

つの可能性があることが分かった。 

 一つ目は、学習者が主体となって、学びを手繰り

寄せるシステムとしての可能性であり、もう一つは

自分の履歴を自分で証明し、自分を一目で説明する

方法として、このオープンバッジを活用し、自分を

出していくカルチャーが広がる、私達の学びの文化

を変える可能性である。 

 

２ 調査研究の課題 

オープンバッジの認知度を高めること、オープン

バッジ活用セミナーや受領者交流会等を開催する等

して、有用感を伝えていくことが課題である。 

 次年度以降も、生涯学習分野で活躍する方々の学

びやスキルを価値付け、更なる学びのモチベーショ

ンの向上を図り、社会教育人材の育成につなげてい

きたいと考える。 

 

おわりに 

令和５年度の調査研究において、受領者が98名と

まだまだ少数であり、オープンバッジの発行を進め

ていくことによって、オープンバッジ受領者がデジ

タル化の恩恵を受けることができるようになると考

えていた。だが、受領者が増えることよりも、一人

ひとりにユニークな学びの道筋を残し、創るツール

としての活用の可能性や、広島県に限らない世界で

活用できる可能性が分かってきた。 

これからも、オープンバッジの取組を継続し、新

たに得た二つの可能性（学習者が主体的に学びを手

繰り寄せる仕組みとしての可能性及び自分自身を自

ら証明するツールとしての可能性）を検証しつつ、

当センターの「学びの文化を変える」この取組を、

全国に広げていきたい。 

 

【注】 

(1) 令和５年度「デジタル技術を活用した多様な生涯

学習の学習履歴の活用に関する調査研究」について

は、文部科学省（令和６年）：「生涯学習・社会教

育におけるデジタル化の「事始め」オープンバッジ

の導入と活用」https://www.mext.go.jp/content/2 

0240401-mxt_syogai03-000034993_1.pdfに詳しい。 

(2) 令和５年度の調査研究については、𠮷長愛・山川

肖美（2024）：「生涯学習における学習履歴の可視

化・デジタル化に関する調査研究－オープンバッジ

の活用を通して－」に詳しい。 

(3) ケープタウン・オープン教育宣言（The Cape Town 

Open Education Declaration）についてはhttps://www. 

capetowndeclaration.orgに詳しい。 

(4) オープンバッジについては、https://www.netl 

earning.co.jp/blog/article/20231002.htmlに詳し

い。 

(5) Multiverseについては、https://www.netlearning. 

co.jp/index.htmlに詳しい。 

(6) ユーザーローカルAIテキストマイニングについて

は、https://textmining.userlocal.jp/ に詳し

い。 

(7) 意見交流のまとめについては、広島修道大学教授

https://www.netlearning.co.jp/blog/article/20231002.html
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山川肖美氏、明治学院大学教授坂口緑氏の発言によ

る。 
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生涯学習における学習履歴の可視化・ 

デジタル化に関する調査研究 
－ オープンバッジの活用可能性の検討を通して － 
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